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35. 立花 久嗣, 鷲田 和夫, 大塚 喜久, 千原 典夫, 上田 健博, 佐竹 渉, 戸田 達史. アルツハ

イマー型認知症と健忘型経度認知障害にみられる気分障害と大脳白質病変の検討. 第

59 回日本神経学会学術大会. 2018/5/23. 札幌. （ポスター） 

36. 上中 健, 古和 久朋, 大塚 喜久, 関 恒慶, 関口 兼司, 苅田 典生, 戸田 達史. Less limb 

muscle involvement in myositis patients with anti-mitochondrial antibodies. 日

本筋学会第 4 回学術集会. 2018/8/10. 川崎医科大学. （ポスター） 

 

地方会 

37. 刀坂 公崇, 赤谷 律, 大塚 喜久, 髙田 真利子, 千原 典夫, 上田 健博, 関口 兼司. 緩徐に

進行し，遺伝性との鑑別を要した 孤発性クロイツフェルト・ヤコブ病の 1 例. 第 110

回神経学会近畿地方会. 2018/3/1. 京都.（口演） 

38. 橋本 由貴, 大塚 喜久, 辻 麻人, 上田 健博, 関口 兼司. リュックサックを降ろした直後

に発症した脊髄梗塞の一例. 第 111 回神経学会近畿地方会. 2018/7/21. 大阪. （口

演） 

39. 武中 優, 関谷 博顕, 立花 久嗣, 千原 典夫, 上田 健博, 関口 兼司, 西野 一三, 大野 欽司, 

杉 江  秀 夫 , 戸 田  達 史 . 反 復 刺 激 試 験 で 神 経 筋 接 合 部 異 常 が 示 唆 さ れ た



Phosphoglucomutase 1 欠損症の一例. 第 111 回神経学会近畿地方会. 2018/7/21.

大阪. （口演） 

40. 荒木 健, 大塚 喜久, 橋本 由貴, 辻 佑木生, 上田 健博, 関口 兼司, 松本 理器. 亜急性に

発症し抗グリアジン抗体が陽性であった小脳性運動失調症の一例. 第 112 回神経学会

近畿地方会. 2018/12/8. 大阪. （口演） 

41. 橋本 黎, 的場 健人, 立花 久嗣, 大塚 喜久, 千原 典夫, 上田 健博, 佐竹 渉, 関口 兼司, 

松本 理器, 白石 祐介, 井上 隆朗. 抗 PD-1 阻害薬ペムブロリズマブ投与後に横隔膜を

主体とした筋炎を発症し、呼吸不全を呈した１例. 第 112 回神経学会近畿地方会. 

2018/12/8. 大阪. （口演） 

42. 岡山 公宣, 徳岡 秀紀, 千原 典夫, 関口 兼司. 反復する⼀過性の意識変容と異常⾏動を

呈し，8 ヶ⽉後の発作時脳波で NCSE と確定した 82 歳⼥性例. 第 14 回日本てんかん

学会近畿地方会. 2018/7/29. 大阪. （口演） 

43. 中野 孝宏, 大塚 喜久, 横尾 紫穂, 渡部 俊介, 千原 典夫, 立花 久嗣, 上田 健博, 関口 兼

司. 肝硬変を背景に発症しメフロキンが有効であった進行性多巣性白質脳症（PML）

の一例. 第 221 回内科学会近畿地方会. 2018/9/22. 大阪. （口演） 

44. 竹本 良, 松本 賢亮, 柴田 奈緒, 黒田 浩史, 小林 成美, 田中 秀和, 平田 健一, 関口 兼司, 

全 陽. 不整脈および左室収縮機能障害を合併した、抗ミトコンドリア M2 抗体陽性筋

炎の 1 例. 第 126 回 日本循環器学会近畿地方会. 2018/11/24. 大阪. （口演） 

 

その他（班会議、研究会） 

45. 橋本 黎, 立花 久嗣, 大塚 喜久, 千原 典夫, 上田 健博, 佐竹 渉, 関口 兼司. 児童期に前

頭葉てんかんと診断され、成人後も嘔気を伴う発作を繰り返す一例. 神戸てんかんカ

ンファレンス（研究会）. 2018/11/1. 神戸.（口演） 

46. 上田 健博. 神経内科における筋疾患診断のアプローチ. 第 11 回膠原病サマーセミナー 

in KOBE. 2018/7/28. 神戸. （口演） 

47. 関口 兼司, 西居 正汰, 岡山 公宣, 立花 久嗣, 上田 健博. 反復刺激試験で著明な神経筋

接合部障害を認めた抗 LRP4 抗体陽性運動ニューロン疾患. 第 56 回摩耶神経カンファ

レンス. 2018/2/1. 神戸. （口演） 

48. 関口 兼司. CIDP/MMN の電気生理学的検査と IVIｇ療法. 神経免疫 Weｂ講演会. 

2018/3/1. 神戸. （口演） 

49. 関口 兼司. 神経伝導検査の基礎（初級）. 第 11 回脳波筋電図セミナー. 2018/1/1. 京

都. （口演）  



50. 関口 兼司. 針筋電図ハンヅオン. 第 15 回神経筋診断セミナー. 2018/7/7. 帝京平成大

学. （口演） 

51. 関口 兼司. 神経難病医療について. 第 24 回神戸在宅医療塾. 2018/2/21. 神戸. （口

演） 

52. 関口 兼司. 神経難病の診断・治療の実際～姿勢に注目して～. 第 2 回こうべ神経内科

連携会. 2018/3/1. 神戸. （口演） 

53. 関口 兼司. 神経伝導検査と針筋電図（ハンヅオン）. 平成 30 年度良質な医師を育てる

研修. 2018/11/30. 兵庫（三田）. （口演） 

54. 千原 典夫. 神経系疾患について-筋萎縮性側索硬化症 脊髄小脳変性症 多発性硬化症 後

縦靭帯骨化症を中心に. 神戸市難病連主催第 69 回医療相談会. 2018/7/1. 神戸. 

55. 的場 健人, 徳岡 秀紀, 立花 久嗣, 大塚 喜久, 千原 典夫, 上田 健博, 佐竹 渉, 関口 兼司. 

ふらつきを主訴に来院し、小脳失調と眼位異常を認めた 63 歳男性例. 第 76 回兵庫神

経内科研究会. 2018/9/14. 神戸. （口演） 

56. 上田 健博, 辻 佑木生. 色素性乾皮症における神経症状の解析と予後予測因子の

探索. 平成 30 年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策事業 神経皮膚症

候群に関する診療科横断的な診療体制の確立 班会議. 2018/12/14. 東京. （口

演） 


